定款変更に係る添付書類について
１　提出部数について
（１）認可申請の場合
正本・副本の２部を提出してください。
証明書等の印影を含む書類を複写して提出する場合は、「原本の写しであること」を代表者名で余白や裏面に証明し、複写した日付を表記すること。この場合、原本証明に法人印等の押印は不要です。（副本の添付書類は原本証明のあるコピーで可）
副本は認可通知書に付けて返却します。
（２）届出の場合
　　正本１部を提出してください。
※届出となる場合について

　　次の事項に該当する変更のみの場合は届出となります。それ以外は認可申請です。
　　（社会福祉法第４５条の３６、社会福祉法施行規則第４条）

　　・事務所の所在地

　　・資産に関する事項　※基本財産の増加に限る。

　　・公告の方法

２　提出資料一覧
（１）認可申請書又は届出書

（２）理事会・評議員会の議事録（写し）
（３）定款（新・旧）

（４）基本財産の増加による定款変更の場合、基本財産の増加の内容がわかる書類
①不動産登記簿謄本

②建物面図、各階平面図

③土地の状況、面積の分かる書類
（土地の登記簿謄本、公図等（対象地を赤色で囲う））

（５）その他施行規則に定める必要な書類
３　注意事項
（１）認可申請の場合、新定款の施行日は認可日以降であることから、提出時に施行日を記載しないよう御注意ください。
（２）登記事項に係る定款変更の場合には、認可した日から２週間以内に定款の登記を行うよう御注意ください。
